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序章 計画の策定にあたって 

１計画の目的                         

 ダグリ岬地域は志布志市観光の中核と位置づけられている地区である。 

再開発を行い「稼ぐ志布志」に資する整備とするため「志布志市ダグリ岬ベイサイドパ

ーク整備計画基本方針」を定めます。 

２計画の対象                         

 ダグリ岬地域及び国際の森地域に当市が管理する公園及び市有地のうち、以下の個所を

対象とします。 

No. 公園名称 施設名 

1 ダグリ公園 国民宿舎ボルベリアダグリ 

2 ダグリ公園 絆の森 

3 ダグリ公園 ダグリ岬遊園地 

4 ダグリ公園 ダグリ岬海水浴場（東西） 

5 ダグリ公園 三角地 

6 国際の森 国際の森 

３位置づけ                

 「志布志市ダグリ岬ベイサイドパーク整備計画」は本市の最上位計画である「第２次志布

志市総合振興計画後期基本計画」と、その重点プロジェクトを定めた「第２期志布志市まち・

ひと・しごと創生創意合戦略（改訂版）」、観光振興に関する基本的な方針を定めた「第２次

志布志市観光振興計画」に即するものとします。 

 また、当市の公共施設等の管理運営に関しての方針を定めた「志布志市公共施設等総合管

理計画」との整合を図るものとします。 
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１章志布志市の現状と観光振興における課題  

1市の概況                         

（1）位置、地形、地勢 

本市は、鹿児島県東部志布志湾の湾奥ほぼ中央に位置し、東は宮崎県串間市、西部は大

崎町、北部は曽於市と境をなし、その一部は宮崎県都城市と接しています。東西約23

㎞、南北に約18ｋｍの扇形の区域で、総面積290.25ｋ㎡となっており、隣接する大崎

町に1.02ｋ㎡の飛地を有しています。北部から東部にかけて丘陵山間地帯で、市域面積

の６割を占める森林地が広がる傾斜の多い地形となっています。中央部から西部にかけて

はシラス台地が広がり、志布志湾に向けて緩やかな勾配となっています。また、河川は北

部の山岳地帯から、菱田川、安楽川、前川が志布志湾に注いでいます。海岸部一帯は、日

南海岸国定公園に指定されており、亜熱帯性の植物が繁茂し、沖合いの枇榔島亜熱帯性植

物群落は国の特別天然記念物に指定されています。また、中央部には九州唯一の国際バル

ク戦略港湾※1（穀物）に選定されている志布志港があり、南九州地域の国内・国際物流

拠点となっています。 

【志布志市の位置】 

（2）人口・世帯

本市の人口は、令和２年国勢調査によると29,329人となっており、10年前（平成

22年）と比較し3,705人減少（▲11.2％）しました。本市の人口は、県内43市町村

中13番目の規模であり、鹿児島県全体（1,588,256人）の1.85％を占めています。年

齢別人口構成比の推移をみると、年少人口（0～14歳）と生産年齢人口（15～64歳）

はともに減少しているのに対し、老年人口（65歳以上）は増加しており、少子・高齢化

が進行しています。なお、令和２年では老年人口割合は36.1％となり、全国平均よりも

7.5 ポイント高くなっています。また、世帯数は13,214世帯（令和２年国勢調査）と平
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成17年以降減少に転じ、平成27年と比較し628世帯減少しており、今後も人口減少

とともに世帯数の減少も予想されます。なお、1世帯当たりの平均世帯人員は2.22人/世

帯となり、単独世帯の割合が上昇傾向にあるなど核家族化が進行しています。 
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２上位関連計画等                       

（1）第２次志布志市総合振興計画後期基本計画（令和４年３月策定） 

［計画の概要］ 

本市の最上位計画。将来像を「未来へ躍動する創造都市 

志布志【さらに輝く ひと・まち・みなと・ふるさとを

目指して】」とし、7つの基本目標を基に施策・事業を

進めています。 

[重点プロジェクト] 

当市の観光振興は、重点プロジェクト4「魅力的で安心して暮らせる街をつくる」（4）観光

パワーアップ、個別目標 3-4「地域資源を生かした観光のまち」として位置づけられてお

り、施策については①観光資源の整備、活用、②PR・誘客活動の推進、③「おもてなし」の

まちづくりの3つの施策を実施しています。 
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（2）第２期志布志市まち・ひと・しごと創生創意合戦略（改訂版）（令和４年３月策定） 

 [戦略の概要] 

後期基本計画にて重点的に取り組むプロジェクトを定めていま

す。 

[観光振興に係る重点プロジェクト] 

観光パワーアッププロジェクト 

ひとが訪れたいと思える魅力ある観光地づくりのため、ダグ

リ岬やＪＲ志布志駅、日本遺産に認定された麓地区など、本市

の個性を生かした観光分野の振興を図るとともに、広域連携に

よる観光振興にも取り組みます。 

（3）第２次志布志市観光振興計画（令和４年３月策定） 

  [計画の概要] 

基本目標を「志の融合するまち志布志～オンリーワンをあな

たへ～」とし 5 つの基本方針とそれぞれに基本施策とアクシ

ョンプランを定めています。 

[基本施策②エリア別観光拠点の価値・魅力向上] 

基本施策②エリア別観光拠点の価値・魅力向上のアクション

プランとして、「ダグリ岬ベイサイドパーク化～観光サービス

機能の集約～」を掲げ、国際の森も含めたダグリ岬一帯のエ

リア開発を行うこととしています。 
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（4）志布志市公共施設等総合管理計画（平成29年３月策定） 

[計画の概要] 

           第２次志布志市総合振興計画の中でも、各政策分野の中で公共施 

設等に関する施策に対して横断的な指針を提示する計画です。 

[基本方針] 

長寿命化の推進、維持管理コストの削減、総資産量の最適化を基 

本方針とし、個別方針にユニバーサルデザイン化の推進、

PPP/PFI の活用、脱炭素化、SDGｓの推進等を定めています。 
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３計画対象区域の現状                     

（1）各施設の状況 

①国民宿舎ボルベリアダグリ 
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②絆の森 
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③ダグリ岬遊園地 
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④ダグリ岬海水浴場 
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⑤三角地 
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⑥国際の森 
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⑦自然活用 
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（２）その他の歴史・観光資源 

ア）ダグリ岬地区 

①大黒リゾートホテル 

-14-



②イルカランド 
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イ）市街地地区 

①歴史のまちづくり 

A宝満時 
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B大慈寺 

-17-



C麓地区 
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②みなと（志布志港）

-19-



ウ）有明地地域 

A蓬の郷ふれあい交流センター 
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B蓬の郷親水公園 
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C民宿村 
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エ）松山地区 

A松山城山総合公園 
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B道の駅松山「やっちくふるさと村」 
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オ）体験型観光 

港見学会 
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志布志街まち歩き観光ガイド 
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その他「体験型観光」 

 民間事業者が行っている体験型観光については志布志市観光特産品協会のホームページ

にてご覧ください。 

（３）防災関連の情報 

南海トラフの想定震源域で想定される各種予想等は以下のとおりとなっています。 

①最大予想震度      震度６弱 

②津波の到達予想時間   36分 

③予想される津波の高さ   7ｍ 

④各地点の標高 ※地理院地図による 

        ア）海水浴場更衣室    6ｍ 

                イ）海水浴場駐車場    ８ｍ 

                ウ）遊園地駐車場入口   10ｍ 

                エ）遊園地駐車場北側   13ｍ 

                オ）三角地中心      14ｍ 

                カ）遊園地プール     28ｍ 

      キ）国民宿舎駐車場入口  45ｍ 

４課題整理                          

現状を踏まえて課題を以下のように整理しました。 
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（1）イメージ 

 観光誘客のためには、ブランド力の獲得が欠かせません。ここでいうブランド力とは観

光を望む消費者の「選択肢に入る力」のことであり、これを獲得するために認知度を向上

させることが必要となります。 

（2）コンテンツ 

 各自治体が観光誘客に力を入れている状況であり、観光客の欲求も年々高度化している

状況にあります。ありふれたコンテンツでは埋没してしまう状況であることを認識し、本

市のみが与えることのできるコンテンツを見つける又は生み出す必要があります。 

 また、生み出したコンテンツは一定期間で陳腐化することを念頭にブラッシュアップや

リニューアルを常に考えていく必要があります。 

（3）観光消費 

 観光消費により市内各事業者が潤うためには、観光客を1コンテンツのみで帰すことな

く次のコンテンツに誘導することで消費波及所を生みそれを循環させることが重要です。 

 このため、観光スポット、飲食店、土産物店の間で情報を共有し、次につなげる仕組み

づくりが必要になります。 
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２章魅力ある整備計画 

１整備の基本的な考え方                     

ダグリ岬ベイサイドパーク構想による開発はその目的を「観光消費における市内循環の

起点となる施設の創造」、目標を「観光入込客の継続的な獲得」とし、施設整備を行いま

す。 

２基本理念と実現のための取組                  

 基本的役割である「集客の起点となる施設」、「消費循環を生む施設」、「情報発信の核と

なる施設」を達成し、観光客がダグリ岬地区を訪れたい、そして訪問後も繰り返し志布志

市を訪れたいと思うことができるきっかけづくりになるよう、「あるべき姿」（基本理念）

を以下のように定めます。 

ダグリ岬ベイサイドパークのあるべき姿（基本理念）

 また、この基本理念の基、取り組むべきことを整理しました。 

① 集客の起点となる施設（コンテンツ）の検討 

② 消費の地域循環を生む仕組みづくり 

③ 自然環境との共存を前提とした開発 

自然環境を最大限に活かした、驚きと安らぎが共存ずる公園づくり 
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３効果的に整備を進めるために                  

整備を効果的に進めるため、開発エリアをダグリ岬地区と国際の森地区に分類し、それ

ぞれを更に以下のとおり区分けします 

ダグリ岬ベイサイドパーク構想全体図 

ダグリ岬地区 
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国際の森地区 

開発の優先順位は以下の表のとおりとします。 

開発優先順位 

No 地区 エリア 設定理由 

1 

ダグリ岬 

遊園地 集客確保 

2 三角地 集客確保 

3 海水浴場 施設老朽化 

4 絆の森 集客確保 

5 自然活用 開発を慎重に行う必要あり 

6 国民宿舎 別途改修計画が生ずる見込み 

7 国際の森 国際の森 ダグリ岬地区からの回遊を優先 
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４取組内容                           

ここでは基本理念のもと、今後取り組む内容を示します。 

①遊園地エリア 

 施設の老朽化やバリアフリーの対応が遅れている個所があるため、設備の再配置を含め

たリニューアルを検討します。 

②三角地エリア 

 ダグリ岬地区の入り口となる三角地エリアは国道220号線に接しており、この地区の

顔となりうる立地であることから遊園地エリアと併せて開発を行います。 

 開発の内容は立地特性を生かした眺望施設や休憩スペースのほかアクティビティの設置

も検討します。 

③海水浴場エリア 

 更衣室、トイレのリニューアルを行うと共に、マリンスポーツができる設備の設置など

海水浴シーズン以外にも海に親しむことができる環境の整備や通年で利用することができ

るようイベント公園化などを検討します。 

 また、海水浴場隣の一般海浜についてはウミガメやミドリイシサンゴ等がみられること

から自然保護と自然との親しみ、環境学習の機会を得ることのできる施設の配置を検討し

ます。 

④絆の森エリア 

 国民宿舎南側の展望台エリアと北側の旧遊歩道エリアとの繋がりを回復させることを検

討します。このために旧遊歩道エリアに自然を活かしたアクティビティの設置を検討しま

す。 

⑤自然活用エリア 

 海側においては、ウミガメの産卵や緑石サンゴが確認されているため立ち入り区域の設

定を含めて可能な限り自然と親しむことができる開発を検討します。  

 また、北側の山林では民間においてトレイルランニングの検討もされているため連携の

可能性を調査します。 

⑥国民宿舎エリア 

 施設の老朽化対策と併せてリニューアルを検討し、その実施にあたっては、エリア内の

相乗効果が生じるような方法を検討します。 

⑦国際の森エリア 

-32-



 ダグリ岬地区で生じさせた誘客効果をこのエリアにつなげる方法を検討します。また大

自然を活かしたアクティビティやロープウエイ等の設置についても検討します。 

３章開発手法の検討  

１開発手法                                     

昨今の公共施設の開発方法は、独自開発はもとより、民間の活力を取り入れた官民連携

（PPP/PFI）など様々な方法が用いられています。国も公共施設整備に民間活力を導入す

る開発手法を推進しており、それに伴う助成制度も設けられています。 

2公募設置管理制度（Park-PFI）活用及び課題の整理                

（1）公募設置管理制度（Park-PFI）の特徴と選択する理由 

 本構想の内、ダグリ岬地区については、その大部分を占めるダグリ公園が都市公園であ

るため公募設置管理制度（Park-PFI）の活用が検討できます。 

公募設置管理制度（Park-PFI）とは平成29年５月に公布された「都市緑地法等の一部

を改正する法律おいて 改正された都市公園法第5条の2により、新たに創設された制度

で、飲食店、売店等の公園利用者の利便の向上に資する公募対象公園施設の設置と、当該

施設から生ずる収益を活用してその周辺の園路、広場等の一般の公園利用者が利用できる

特定公園施設の整備・改修等を一体的に行う者を、公募により選定する制度であり、都市

公園に民間 の優良な投資を誘導し、公園管理者の財政負担を軽減しつつ、都市公園の質の

向上、公園利用者 の利便の向上を図る新たな整備・管理手法です。 

 この制度による民間事業者の活力活用の取り入れやすさ、開発費用における市負担額の

抑制効果、開発期間の短縮等を勘案し積極的な活用を検討することとします。 
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国はPark-PFI 導入促進のため、「官民連携型賑わい拠点創出事業」を創設し民間事業者

が行う特定公園施設の整備に対して地方公共団体が負担する額の1/2を社会資本整備総合

交付金として補助しています。 
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（2）課題 

 公募設置管理制度（Park-PFI）は都市公園のみで活用できる制度ですが、三角地は都市

公園ではないため現状ではこの制度の活用はできません。三角地において公募設置管理制

度（Park-PFI）を活用するためにはをダグリ公園へ編入することを検討する必要がありま

す。 
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４章計画の進め方について  

１計画の実現に向けて                     

（1）進行管理 

本計画の取組については、その実施状況について計画に沿っているか、把握・評価し進

行管理を行うとともに、概ね3年ごとに計画の見直しを検討します。 

 なお、社会情勢や観光に関する状況に変化があった場合には、その取り組みについて見

直しを実施します。 

（2）新たな制度の活用 

開発にあたっては、観光に関する国、県の施策を有効に活用するため情報収集を行うと

共に、官民問わず全国の取組を参考にしながら本市にふさわしい仕組みを検討します。 

検討の例 
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参考資料 

1 市場の状況（2024.01 現在） 
（1）規模 

可能性あり TP 年 1回選択 

世帯数 人数 世帯数 人数 

1 時間圏内 84,093 189,318 28,340 63,800 

2 時間圏内 487,866 1,091,498 164,411 367,835 

3 時間圏内 829,104 1,818,731 279,408 612,912 

4 時間圏内 2,295,559 4,808,208 773,604 1,620,366 

5 時間圏内 2,537,745 5,300,837 855,220 1,786,382 

参考 
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